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会員情報各種変更届等　当所ホームページからダウンロードできます。（ＵＲＬは表紙に記載）

　

当
所
議
員
例
会
が
２
月　

日
午

２３

後
５
時　

分
か
ら
当
所
に
お
い
て

３０

役
員
・
議
員　

名
の
出
席
の
も
と

５３

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
例
会
は
２
部
構
成
で
行
い
、

第
１
部
は
議
員
例
会
と
し
て
、
当

番
幹
事
の
進
行
に
よ
り
市
川
多
聞

幹
事
長
、
山
田
会
頭
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
委
員
会

報
告
と
し
て
総
務

を
は
じ
め
常
設
６

委
員
会
委
員
長
よ

り
報
告
が
な
さ
れ
、

ま
た
、
事
務
局
よ

り
今
後
の
日
程
と

配
布
資
料
の
説
明

等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
第
２

部
は
中
野
市
長
の

講
演
と
な
っ
て
お

り
、
公
務
ご
多
忙

の
中
、
池
田
茂
中

野
市
長
に
は
中
野

市
の
庁
舎
建
設
関

係
、
中
野
市
の
情

報
発
信
な
ど
に
つ

い
て
講
演
い
た
だ

▲池田茂 中野市長▲池田茂 中野市長
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　新たに取引の申込みを受けたとき、遠隔地の企業と取引をするときや、取引
先の悪い噂を聞いたときなどにご利用下さい。
　全国の514商工会議所のネットワーク、日経テレコン21（東京商工リサーチ、
帝国データバンク、日経会社プロフィール等）を使い、取引先の信用調査をいたします。
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第　

回
全
国
大
会
京
都
大
会
が
、

３４

２
月　

日
・　

日
に
京
都
府
商
工

２０

２１

会
議
所
青
年
部
連
合
会
主
管
の
も

と
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
６
、
０

０
０
名
以
上
が
参
加
し
、
当
所
青

年
部
か
ら
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　

日
の
会
員
総
会
で
は
、
日
本

２０
商
工
会
議
所
青
年
部
平
成　

年
度

２７

会
長
に
伴 
靖
氏（
宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
記

念
式
典
で
は
平
成　

年　

月　

日

２７

１１

１２

よ
り
開
催
す
る
「
第　

回
全
国
会

３３

長
研
修
会 
夢
を
つ
な
ぎ
未
来
を

紡
ぐ 
ま
え
ば
し
会
議
」と
平
成　
２８

年
２
月　

日
よ
り
開
催
す
る
「
第

１８

　

回
全
国
大
会 
吉
備
の
国 
お
か

３５や
ま
大
会
」
の
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
作
家
の
百
田

尚
樹
氏
に
よ
る
『
日
本
の
懐
（
こ

こ
ろ
）』
と
題
し
、「
永
遠
の
０
」、

「
海
賊
と
呼
ば
れ
た
男
」
の
制
作

秘
話
か
ら
戦
争
に
ま
つ
わ
る
話
し

を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
懇
親
会
は
盛
大
に
執

り
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

同
志
と
共
に
熱
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。
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き
ま
し
た
。
続
い
て
、
小
林
久
勝

商
工
観
光
課
長
よ
り
平
成　

年
度

２７

商
工
施
策
（
案
）
の
概
要
な
ど
に

つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
池
田
市
長
、
小

林
課
長
を
交
え
同
会
場
に
て
、
池

田
市
長
の
乾
杯
に
よ
り
懇
親
会
が

始
ま
り
、
和
や
か
に
情
報
交
換
が

で
き
ま
し
た
。

▲山田会頭あいさつ▲山田会頭あいさつ



 （３）平成２７年３月１０日 第３５７号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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（但し、振替日が土・日
・祝日の場合は翌営業日）

　

当
所
女
性
会
（
関
紀
子
会
長
）

は
商
工
会
議
所
と
の
共
催
に
よ
り
、

防
災
・
減
災
セ
ミ
ナ
ー
を
２
月　
１６

日
に
、
当
商
工
会
議
所
会
議
室
に

お
い
て　

名
の
出
席
の
も
と
開
催

２０

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
中
橋

徹
也
氏
を
お
迎
え
し
、『
毎
日
の
暮

ら
し
か
ら
備
え
る
！
家
庭
で
で
き

る
防
災
・
減
災
』
と
題
し
、
約
２

時
間
に
わ
た
り
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

中
橋
氏
は
、
平
成
７
年
の
阪
神

淡
路
大
震
災
を
機
に
、
東
日
本
大

震
災
、
昨
年
７
月
の
南
木
曽
町
で

の
水
害
、　

月
の
神
城
地
震
な
ど

１１

震
災
直
後
か
ら
現
地
に
て
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、

住
民
の
支
援
を
さ
れ
て
い
る
中
で
、

現
地
避
難
所
の
状
況
や
復
興
ま
で

の
道
の
り
、
震
災
時
の�
命�
の

守
り
方
、
日
頃
の
備
え
な
ど
に
つ

い
て
、
防
災
・
減
災
の
基
本
を
ク

イ
ズ
形
式
で
わ
か
り
や
す
く
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
頃
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る

地
域
の
特
徴
や
地
形
を
把
握
し
そ

の
中
で�
防
災
意
識�
を
高
め
る

こ
と
が
「
命
・
生
活
・
暮
ら
し
を

守
る
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
有

意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

▲▲

講
師
の
中
橋
徹
也
氏

講
師
の
中
橋
徹
也
氏
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当
所
青
年
部
と
の
共
催
に

よ
り
、（
独
）
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
の
中
小
企
業
Ｉ
Ｔ

活
用
販
路
開
拓
支
援
セ
ミ
ナ

ー
事
業
を
活
用
し
て
、
２
月

９
日
に
当
所
第
一
会
議
室
に

お
い
て
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

Ｏ
Ｃ
Ｐ
総
合

研
究
所　

理
事
長
の
桑
山
義
明
氏
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
現

状
と
こ
れ
か
ら
」、「
販
路
拡
大
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
出
店
」、「
訴
求
力
ア
ッ

プ
の
動
画
撮
影
・
編
集
」
の
３
部
構
成
で
、

具
体
的
な
事
例
を
交
え
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

特
に�
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
!
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ�

は
、
現
在
出
店
料
が
無
料
で
あ
り
、
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
出
店
の
足
掛
か
り
に
は
最
適

で
あ
る
こ
と
、
実
際
に
出
店
を
計
画
す
る

際
は
、
シ

ョ
ッ
プ
の

コ
ン
セ
プ

ト
を
決
め

る
（
実
際

の
店
舗
と

同
じ
に
す

る
必
要
は

な
い
）、販

売
す
る
商

品
の
ア
レ
ン
ジ
を
す
る
（
高
級
品
型
・
演

出
型
・
ギ
フ
ト
型
等
）
な
ど
、
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
で
成
功
す
る
秘
訣
を
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
（
宮
川
浩
委
員
長
）
で
は
、

毎
月
発
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
の
定
例
編

集
会
議
を
今
月
は
３
月
６
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
会
議
は
初
め
て
商
工
会
議
所
か

ら
飛
び
出
し
、
豊
津
の
オ
ム
ラ
イ
ス
で
有

名
な
洋
食
店
の
お
店
『
グ
ラ
ン
メ
ー
ル
末

広
』（
宮
澤
庸
人
オ
ー
ナ
ー
）
に
お
邪
魔

し
て
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
企
画
を
交
え
た
編

集
会
議
を
開
催
し
、
市
内
の
お
店
な
ど
を

ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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▲講師▲講師
桑山義明 理事長 桑山義明 理事長
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第３５７号 平成２７年３月１０日（４）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス

�������	
�� �������	
�������	�

����

������������� ��������������

�������	
���

�������	��
�����������������	�	
��������������

����
�

����

��������	

����
�

�������

������

����
�

������

�������	

�

�

�

�

������������������������

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

������������������
�������	
���

�������	


��������

�������	

�������	

����

�������	


�������	

��

��������	��


����������	
�	�����

������������	������


�������		
���		�������

＜問合せ先＞ ふくろや

�������	
���������
中野市内約２７０店で使える商工会議所発行
共通商品券が便利です。

＊雇用保険料免除対象高年齢者は、労働保険年度の初日（平成２７年４月１日）において、満６４歳以上の一般
被保険者をいい雇用保険料に係る保険料は、労使ともに負担が免除されます。（平成２７年度途中（平成２７年
４月１日から平成２８年３月３１日まで）において満６４歳となる方は免除対象となりません）
　なお、季節的労働者（短期雇用特例被保険者）及び日雇労働被保険者は免除の対象となりません。

　当商工会議所青年部では新入会員を募集しています。
　まだ入会されていない方はこの機会に是非入会してい
ただき各青年部事業を通じ会員同志の絆を深めてみませ
んか？
入会資格　中野市内に事業所を有する商工業者、従業者
または中野市内に在住する商工業者で年齢満４５歳までの方
入 会 金　３,０００円　　年 会 費　３０,０００円

　当商工会議所女性会では新入会員を募集しています。
　まだ入会されていない方はこの機会に是非入会してい
ただき会員同志の親睦を深めてみませんか？
入会資格　商工会議所会員である企業の女性役員および
個人企業の経営にたずさわる女性並びに従業員の方
入 会 金　なし　　年 会 費　２,０００円

当商工会議所���

当商工会議所���
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 （５）平成２７年３月１０日 第３５７号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス

�������	
��
取扱損保会社　㈱損害保険ジャパン・東京海上日動火災保険㈱
 （50音順）　　富士火災海上保険㈱

大
灯
籠
び
な
の
補
修
作
業
が
連
日

行
わ
れ
て
い
る

竹田 西町祭祀団長



第３５７号 平成２７年３月１０日（６）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス

　当市製造業の前年同期比業況判断ＤＩは、平成２５年１０－１２月期調査から５期連続プラス値で推移している。
また、今期の水準の業況判断ＤＩもプラス値で推移していることから業況は回復基調にあった。
　見通し業況判断ＤＩについては、一転してマイナス値になった。これは、昨年同時期が消費税率引き上げに
伴う駆け込み需要を見越した受注増加があったことによるものであると思われる。
　当市製造業が回復していくには、国内需要の回復が極めて必須である。メーカーにおいては円安により、一
部国内回帰が見られるところであるが、更に国内回帰を促すのは国内需要の回復である。また、原油安ではあ
るが一度値上がりした原材料価格は依然として高止まりしている中で、いかに製品単価の引下げを回避するこ
とができるか。加えて、長引く不況から毀損していた財務内容を改善させ、耐用年数を超えた設備機械を更新
し、いかに顧客の要望に応えていくかであると思われる。
　業況判断では、対前年同期比で調査企業２０社中「好転」が８社（４０.０％）、「不変」が７社(３５.０％ )、「悪化」
が５社(２５.０％)と回答している。また、今期の水準における業況判断は、「良い」が８社(４０.０％)、「ふつう」が
６社(３０.０％)、「悪い」と回答した企業が６社(３０.０％)である。

�������
　売上額の前年同期比ＤＩでは、｢増加｣が１０社（５０.０％）、「不変」が５社（２５.０％）、「減少」が、５社（２５.０％）
と回答している。受注数量の前年同期比ＤＩでは、｢増加｣が９社（４５.０％）、「不変」が７社(３５.０％)、｢減少｣が
４社(２０.０％)と回答している。
　売上額、受注数量のＤＩ値がプラス値であり、引き合いＤＩ値も１５.０ﾎﾟｲﾝﾄであることから、一定の売上額が
維持できた。

�������
　　経常利益の水準ＤＩは、｢黒字｣が１１社(５５.０％)、「収支トントン」が４社(２０.０％)、「赤字」が５社(２５.０％）

ＤＩ悪化不変好転業況判断(前年同期比)
15.0ﾎﾟｲﾝﾄ５社（25.0％）７社（35.0％）８社（40.0％）H26.10月－12月
20.0ﾎﾟｲﾝﾄ４社（20.0％）８社（40.0％）８社（40.0％）H25.10月－12月

ＤＩ悪いふつう良い業況判断(水準)
10.0ﾎﾟｲﾝﾄ６社（30.0％）６社(30.0％）８社（40.0％）H26.10月－12月
5.0ﾎﾟｲﾝﾄ７社（35.0％）５社(25.0％)８社（40.0％）前回調査:H26.7月－9月

ＤＩ減少不変増加売上額(前年同期比)
25.0ﾎﾟｲﾝﾄ５社（25.0％）５社（25.0％）10社（50.0％）H26.10月－12月
50.0ﾎﾟｲﾝﾄ２社（10.0％）６社（30.0％）12社（60.0％）H25.10月－12月

�������	
����
取扱損保会社
（50音順）

あいおいニッセイ同和損害保険㈱・㈱損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険㈱・富士火災海上保険㈱・
三井住友海上火災保険㈱



と回答している。
　時代のトレンド、顧客ニーズに即した製品の受注で数量が増加している企業では利益が確保できている。一
方で、原材料価格の高止まり及び低単価であることから利益の確保が相当困難な企業も見受けられる。

�������	

　生産設備を更新するまで回復していない財務内容、借入金に対する慎重な姿勢から「生産設備の老朽化」を
問題に挙げる企業が調査対象企業２０社中１０社(５０.０％)あった。円安の悪影響及び原油価格の動向にいまだ左右さ
れていない原材料価格からの「原材料価格の上昇」を挙げる企業が１１社(５５.０％)あった。
　消費者の購買行動が、更に厳しい吟味・選別の上に決定することが顕著となっていることからの「製品ニー
ズの変化への対応」、可処分所得が上昇しておらず、国内需要の回復にいたっていないことから「国内需要の
回復」を挙げる企業がともに７社(３５.０％)あった。

�������	

　在庫の進展、メーカーの国内回帰に期待していることもあり、調査対象企業では受注数量ＤＩを２０.０ﾎﾟｲﾝﾄと
見込んでいる。
　調査企業においては、「金型については納期に間に合わない程、量的に確保している」、「３交代でフル稼働
している」との声の一方、「従業員を補充、増員したいが募集しても集まらない」、「原材料価格の高止まりで
収益が圧迫されている。原油価格の下落に伴い原材料価格の今後の推移に期待したい」、「売上高は一定額確保
しているが、従業員の賃上げまでには至っていない」、「円高時に整備、稼働していた海外工場での生産量は変
わらず、国内回帰するのは国内需要分だけである」との声もある。
　なお、業況が前年同期(平成２６年１－３期)と比べて「好転」すると回答した企業は４社(２０.０％ )、「不変」と
する企業は１１社(５５.０％)、「悪化」とした企業が５社(２５.０%)である。

 （７）平成２７年３月１０日 第３５７号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス

�����業況判断指数で「良い」、「ふつう」、「悪い」の比率を出し、「良い」と答えた割合から「悪い」と答えを引いた指数。
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試験会場受験料申込期間施行日施行級回数検定試験名

信 州 中 野 商 工 会 議 所１級：7,710円
２級：4,630円
３級：2,570円
４級：1,640円

４月20日�～５月14日�６月14日�１級～４級第140回

簿　　記 中 野 立 志 館 高 等 学 校９月24日�～10月15日�11月15日�１級～４級第141回

中野地域職業訓練センター平成28年１月12日�～１月28日�平成28年２月28日�２級～４級第142回

中野地域職業訓練センター

２級：5,660円
３級：4,120円

５月25日�～６月19日�７月11日�３級第76回
リテール
マ ー ケ
ティング
（販売士）

信 州 中 野 商 工 会 議 所８月10日�～９月４日�９月26日�２級第43回

中野地域職業訓練センター12月14日�             
   ～平成28年1月22日�平成28年２月17日�

３級第77回

信 州 中 野 商 工 会 議 所２級第44回

信 州 中 野 商 工 会 議 所
１級：2,100円
２級：1,570円
３級：1,360円

４月20日�～５月27日�６月28日�１級～３級第204回
珠算能力
（そろばん） ８月17日�～９月23日�10月25日�１級～３級第205回

12月７日�平成28年１月13日�平成28年２月14日�１級～３級第206回
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ＤＩ赤字収支トントン黒字採算(水準)
30.0ﾎﾟｲﾝﾄ５社（25.0％）４社（20.0％）11社（55.0％）H26.10月－12月
25.0ﾎﾟｲﾝﾄ４社（20.0％）７社（35.0％）９社（45.0％）前回調査:H26.7月－9月
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労働保険のことなら、当所労働保険事務組合を
ご利用ください。



第３５７号 平成２７年３月１０日（８）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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取扱損保会社　あいおいニッセイ同和損害保険㈱・㈱損害保険ジャパン
   （50音順）　  富士火災海上保険㈱・三井住友海上火災保険㈱

　

安
倍
政
権
に
と
っ
て
今
年
の
最

大
の
取
り
組
み
課
題
は
、
夏
ま
で

に
財
政
健
全
化
の
道
筋
を
具
体
的

に
示
す
こ
と
で
あ
る
。
昨
年
、
安

倍
総
理
は
消
費
税
の
再
引
き
上
げ

の
延
期
を
決
め
る
に
当
た
っ
て
、

２
０
２
０
年
度
の
財
政
健
全
化
目

標
を
堅
持
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
経
済
成
長
を
実
現

し
税
収
を
伸
ば
す
」「
歳
出
改
革
へ

の
取
り
組
み
」「
増
税
」
の
３
本

柱
だ
。　

年
度
ま
で
に
基
礎
的
財

20

政
収
支
（
借
入
金
を
除
い
た
税
金

な
ど
正
味
の
歳
入
と
、
借
入
金
返

済
の
た
め
の
元
利
払
い
を
除
い
た

歳
出
の
収
支
。
黒
字
化
す
れ
ば
、

借
金
に
頼
ら
ず
に
元
利
払
い
以
外

の
支
出
を
賄
え
る
状
態
に
な
る
）

を
黒
字
化
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

た
だ
し
、
増
税
に
頼
り
過
ぎ
れ
ば

経
済
は
疲
弊
し
て
し
ま
う
。
従
っ

て
、
消
費
税
は　

％
よ
り
上
に
は

10

引
き
上
げ
な
い
と
の
覚
悟
で
、
歳

出
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
歳
出
改
革
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
の
進
展
に
伴
っ
て
増
加
し

て
い
る
社
会
保
障
支
出
が
財
政
赤

字
拡
大
の
最
大
の
要
因
で
あ
り
、

歳
出
改
革
の
本
命
が
社
会
保
障
改

革
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
今
後　

年
間
に
団
塊
の
世
代

10

が
後
期
高
齢
者
に
な
る
こ
と
か
ら
、

社
会
保
障
支
出
の
さ
ら
な
る
増
大

は
不
可
避
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
止

め
ど
な
い
増
税
と
保
険
料
負
担
の

増
加
が
避
け
ら
れ
ず
、
そ
れ
だ
け

日
本
経
済
の
活
力
が
奪
い
取
ら
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

社
会
保
障
支
出
が
高
齢
化
の
進

行
に
伴
っ
て
増
え
て
い
る
の
は
事

実
で
あ
る
が
、
実
際
の
医
療
費
や

介
護
費
用
は
高
齢
化
以
外
の
要
因

で
も
増
加
し
て
い
る
。
ま
ず
指
摘

す
べ
き
は
、
医
療
の
供
給
体
制
の

問
題
だ
。
急
性
期
病
床
が
全
国
的

に
見
て
過
剰
で
あ
り
、
こ
れ
が
入

院
の
長
期
化
、
ひ
い
て
は
医
療
費

の
増
高
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
。
実
際
、
一
人
当
た
り
の

病
床
数
を
見
る
と
、
地
域
に
よ
っ

て
相
当
の
差
が
あ
り
、
そ
れ
が
医

療
費
の
地
域
差
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
供
給
が
需
要
を
生
ん
で
い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

後
発
医
薬
品
の
普
及
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、
診
療
・
介
護
報
酬
や
薬
価

の
高
さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
し
、

医
療
と
介
護
の
連
携
が
取
れ
て
い

な
い
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
、
終
末
期
医
療
に
生
涯
の
医

療
費
の
相
当
部
分
が
使
わ
れ
て
い

る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

問
題
は
供
給
サ
イ
ド
ば
か
り
で

は
な
い
。
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬

明
細
書
）
を
分
析
す
れ
ば
、
患
者

の
頻
回
受
診
、
重
複
受
診
は
も
と

よ
り
、
慢
性
病
の
重
症
化
な
ど
に

よ
っ
て
医
療
費
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
日
本
は
世
界
に
誇

る
皆
保
険
制
度
の
国
と
い
わ
れ
る

が
、
そ
の
も
と
で
需
要
サ
イ
ド
で

あ
る
国
民
の
側
も
、
い
ざ
と
な
れ

ば
保
険
が
利
く
か
ら
と
、
自
ら
の

健
康
の
維
持
や
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
お
ろ
そ
か
に
し
、
ま
た
安

易
に
病
院
通
い
を
す
る
と
い
う
、

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
起
こ
し
て
は

い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、

医
療
保
険
財
政
の
赤
字
が
拡
大
し
、

そ
れ
を
埋
め
る
た
め
に
税
金
を
投

入
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
税
金
で

は
埋
め
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
財
政

赤
字
が
拡
大
し
、
国
債
発
行
を
通

じ
て
そ
の
ツ
ケ
を
将
来
に
付
け
回

し
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

社
会
保
障
支
出
の
伸
び
を
抑
制

す
る
た
め
に
は
医
療
・
介
護
制
度

の
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
同

時
に
私
た
ち
自
身
の
意
識
改
革
も

必
要
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り
が
健

康
維
持
を
心
掛
け
、
病
気
の
予
防

や
適
正
な
受
診
に
努
め
る
こ
と
が
、

医
療
費
全
体
の
節
約
に
つ
な
が
り
、

自
ら
の
、
あ
る
い
は
将
来
世
代
の

保
険
料
や
税
金
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
こ
と
を
理
解
す
べ
き
で
あ

る
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
政
府
は
医
療

・
介
護
費
を
抑
制
す
る
た
め
に
、

医
療
・
介
護
の
水
準
を
落
と
す
か
、

痛
み
を
伴
う
改
革
を
実
施
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
。
そ
う
し
た
痛
み

を
伴
う
改
革
の
前
に
、
個
人
の
自

助
努
力
を
促
す
こ
と
で
医
療
・
介

護
費
を
節
約
す
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
個
人
の
健
康
維
持
努
力
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に
応
じ
て
保
険
料
を
変
え
る
こ
と

な
ど
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
保
険
の
給
付
範

囲
や
終
末
期
医
療
の
在
り
方
な
ど

に
つ
い
て
も
タ
ブ
ー
視
せ
ず
に
世

論
を
喚
起
し
、
見
直
し
を
進
め
る

べ
き
時
期
に
き
て
い
る
。

（
３
月
１
日
執
筆
）

�������	
���

�������	
�������������������

��������	
����������������

�������	
������������������

��������	
����������������

�������	
����������������

�������	
������������������

�������	
����������������

�������	

－

本
丸
は
医
療
・
介
護
改
革－

��



 （９）平成２７年３月１０日 第３５７号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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事業所名：�������
代表者名：野崎安芳
所 在 地：中野市中央３－３－２３ ２F
業　　種：保険代理店
コメント：この度入会しました。よろしくお願いします。

事業所名：�����������������
代表者名：店長 町田 務
所 在 地：中野市七瀬
業　　種：自動車販売
  　　　　・修理ほか
コメント：この度入会しま

した。よろしく
お願いします。
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サードオーナー
 関 　貴 彦さん
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簿記・販売士・日商ＰＣ・
電子会計実務など
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第３５６号 平成２７年３月１０日（１０）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス

市理事者と正副会頭による会議月２
商業委員会
節分の招福祈願巡り火３
２月議員例会 幹事会
西公園薬師堂節分豆まき
市商工観光課との打合わせ木５
広報委員会金６
北陸新幹線開業試乗会日８
中野市キャリア教育支援協議会月９
平成26年度 商工会議所ＩＴ活用研修会（～10日）
なかの街並みウォーキング実行委員会
ＩＴ活用販路開拓支援セミナー
女性会役員会
中野市防災会議火10
中町天満宮大祭
中野陣屋稲荷大祭
第２回中野市特別職報酬等審議会木12
２月正副会頭会議金13
総務委員会
中野青果商組合 新年会
平成26年度第４回県内商工会議所専務理事会議月16
女性会　防災・減災セミナー
第１区議員総会火17
第75回３級販売士検定試験水18
中野市専用ガイドブック（別冊ＫＵＲＡ）写真撮影
経営なんでも相談会
広報委員会
土びな展打ち合わせ会議・餅花作り
中野立志館高校　評議員会
元気づくり支援金ヒアリング金20
日商 第139回簿記検定試験日22
飯山地区労働保険事務組合協議会 事務担当者研修会月23
製造業部会　技術講習会
ボールパークフェスタ実行委員会
２月議員例会
中野市祭り対策推進連絡協議会火24
中野市商店会連合会 定時総会
支部長会議水26
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平成26年９月１日発行の「共通商品券」の　平成26年９月１日発行の「共通商品券」の
換金期限が近づいています。換金期限が近づいています。
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����� 平成27年２月
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次回は、��������午前10時～
　　　　　　　　　（原則・毎月第１月曜日）
場所　当所　第２会議室
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対象：ＰＬ保険プラン、業務災害補償プラン
　　　休業補償プラン、集団扱自動車保険
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　豊田出張所は、原則、毎週 月 ・ 水 ・ 金の午前10
時から午後４時まで、職員が出張して開設します。
豊田出張所：
中野市豊田支所２階 �������	
��
��

＊留守の場合もありますのでお電話で在室をご
　確認ください。
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１．定期配達販売
 

 
２．窓口販売
※納品日以降に来所いただければお渡しできます。

  
３．お申し込み
　所定の申込用紙により事務局あてＦＡＸ等
でお申し込みください。ご不明な点がございま
したら下記までご連絡ください。　　
◇問い合わせ
　会員サービス課【TEL 22-2191 FAX 26-7007】

５月４月区　　分
７日�６日�注文締切日
11日�10日�納　品　日
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４月３月区　　分
２０日�２０日�注文締切日
２７日�２５日�納　品　日

無　　料配　達　料
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　※この期限を過ぎますと換金できません。未換
　　金商品券をお持ちの取扱店はお早めに換金の
　　手続きをお願いします。


